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川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則の一部を改正する規則新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則 ○川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則 

平成１２年１２月１日規則第１２８号 平成１２年１２月１日規則第１２８号

別表第１１（第４２条、第４８条関係） 別表第１１（第４２条、第４８条関係） 

排水の規制基準（排水指定物質） 排水の規制基準（排水指定物質） 

（略） （略） 

備考 備考 

（略） （略） 

７ 排水の測定方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 

７ 排水の測定方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それぞれ当該

各号に定めるところによる。 

（略） （略） 

（２） シアン化合物 （２） シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２（規格Ｋ０１０２の３８の備考

１１を除く。以下この号において同じ。）及び３８．２に定める

方法、規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法、

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．５に定める方法又は環

境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法、規

格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法又は規格

Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．５に定める方法 

（７） 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 （７） 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 

環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

（８） アルキル水銀化合物 （８） アルキル水銀化合物 

環境庁告示第５９号付表３に掲げる方法及び環境庁告示第６４

号付表３に掲げる方法 

環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法及び環境庁告示第６４

号付表３に掲げる方法 

（９） ＰＣＢ （９） ＰＣＢ 

規格Ｋ００９３に定める方法又は環境庁告示第５９号付表４に

掲げる方法 

規格Ｋ００９３に定める方法又は環境庁告示第５９号付表３に

掲げる方法 

（２０） チウラム （２０） チウラム 

環境庁告示第５９号付表５に掲げる方法（ただし、前処理にお 環境庁告示第５９号付表４に掲げる方法（ただし、前処理にお
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改正後 改正前 

ける試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合についても１

００ミリリットルとする。） 

ける試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場合についても１

００ミリリットルとする。） 

（２１） シマジン （２１） シマジン 

環境庁告示第５９号付表６の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場

合についても１００ミリリットルとする。） 

環境庁告示第５９号付表５の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場

合についても１００ミリリットルとする。） 

（２２） チオベンカルブ （２２） チオベンカルブ 

環境庁告示第５９号付表６の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場

合についても１００ミリリットルとする。） 

環境庁告示第５９号付表５の第１又は第２に掲げる方法（ただ

し、前処理における試料の量は、溶媒抽出、固相抽出いずれの場

合についても１００ミリリットルとする。） 

（２６） ふっ素及びその化合物 （２６） ふっ素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の３４．１（規格Ｋ０１０２の３４の備考１を

除く。）、３４．２若しくは３４．４（妨害となる物質としてハ

ロゲン化合物又はハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定す

る場合にあっては、蒸留試薬溶液として、水約２００ミリリット

ルに硫酸１０ミリリットル、りん酸６０ミリリットル及び塩化ナ

トリウム１０グラムを溶かした溶液とグリセリン２５０ミリリッ

トルを混合し、水を加えて１０００ミリリットルとしたものを用

い、規格Ｋ０１７０－６の６図２注記のアルミニウム溶液のライ

ンを追加する。）に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３４．１．

１ｃ）（注（２）第３文及び規格Ｋ０１０２の３４の備考１を除

く。）に定める方法及び環境庁告示第５９号付表７に掲げる方法 

規格Ｋ０１０２の３４．１、３４．２若しくは３４．４に定め

る方法又は規格Ｋ０１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除

く。）に定める方法及び環境庁告示第５９号付表６に掲げる方法 

 

（２７） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝

酸化合物 

（２７） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝

酸化合物 

アンモニア又はアンモニウム化合物にあっては規格Ｋ０１０２

の４２．２、４２．３、４２．５、４２．６又は４２．７に定め

る方法（ただし、４２．２、４２．６又は４２．７に定める方法

により測定する場合において、規格Ｋ０１０２の４２．１ｃ）の

アンモニア又はアンモニウム化合物にあっては規格Ｋ０１０２

の４２．２、４２．３、４２．５又は４２．６に定める方法によ

り検定されたアンモニウムイオンの濃度に換算係数０．７７６６

を乗じてアンモニア性窒素の量を検出する方法、亜硝酸化合物に
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改正後 改正前 

蒸留操作を行うときは、規格Ｋ０１０２の４２の備考２及び備考

３に規定する方法を除く。）により検定されたアンモニウムイオ

ンの濃度に換算係数０．７７６６を乗じてアンモニア性窒素の量

を検出する方法、亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．

１に定める方法により検定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数

０．３０４５を乗じて亜硝酸性窒素の量を検出する方法、硝酸化

合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．２．５又は４３．２．６

に定める方法により検定された硝酸イオンの濃度に換算係数０．

２２５９を乗じて硝酸性窒素の量を検出する方法（ただし、亜硝

酸化合物及び硝酸化合物にあっては、当該方法に代えて規格Ｋ０

１０２の４３．２．１（ｃ）１２）及びｃ）１３）の式中「－Ｃ

×１．３４８」を除く。）又は４３．２．３（ｃ）７）及びｃ）

８）を除く。）に定める方法により検定された亜硝酸イオン及び

硝酸イオンの合計の硝酸イオン相当濃度に換算係数０．２２５９

を乗じて亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合計量を検出する方法と

することができる。） 

あっては規格Ｋ０１０２の４３．１に定める方法により検定され

た亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４５を乗じて亜硝酸性

窒素の量を検出する方法、硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２

の４３．２．５又は４３．２．６に定める方法により検定された

硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９を乗じて硝酸性窒素の

量を検出する方法（ただし、亜硝酸化合物及び硝酸化合物にあっ

ては、当該方法に代えて規格Ｋ０１０２の４３．２．１（ｃ）１

２）及びｃ）１３）の式中「－Ｃ×１．３４８」を除く。）又は

４３．２．３（ｃ）７）及びｃ）８）を除く。）に定める方法に

より検定された亜硝酸イオン及び硝酸イオンの合計の硝酸イオン

相当濃度に換算係数０．２２５９を乗じて亜硝酸性窒素及び硝酸

性窒素の合計量を検出する方法とすることができる。 

（２８） １，４－ジオキサン （２８） １，４－ジオキサン 

環境庁告示第５９号付表８に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表７に掲げる方法 

（３０） フェノール類 （３０） フェノール類 

規格Ｋ０１０２の２８．１（規格Ｋ０１０２の２８の備考２及

び備考３並びに規格Ｋ０１０２の２８．１．３のただし書以降を

除く。）に定める方法 

規格Ｋ０１０２の２８．１に定める方法 

 

別表第１６（第７４条関係） 別表第１６（第７４条関係） 

地下水の浄化基準 地下水の浄化基準 

（略） （略） 

備考 備考 

（略） （略） 

３ 特定有害物質等の濃度の測定の方法は、次の各号に掲げる物質ご ３ 特定有害物質等の濃度の測定の方法は、次の各号に掲げる物質ご
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改正後 改正前 

とに、それぞれ当該各号に定めるところによる。 とに、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

（２） シアン化合物 （２） シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２（規格Ｋ０１０２の３８の備考

１１を除く。以下この号において同じ。）及び３８．２に定める

方法、規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法、

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．５に定める方法又は環

境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法、規

格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法又は規格

Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．５に定める方法 

（５） 六価クロム化合物 （５） 六価クロム化合物 

規格Ｋ０１０２の６５．２（規格Ｋ０１０２の６５．２．７を

除く。）に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の６５．２．６

に定める方法により塩分の濃度の高い試料を測定する場合にあっ

ては、規格Ｋ０１７０－７の７のａ）又はｂ）に定める操作を行

うものとする。） 

 

規格Ｋ０１０２の６５．２に定める方法（ただし、規格Ｋ０１

０２の６５．２．６に定める方法により塩分の濃度の高い試料を

測定する場合にあっては、規格Ｋ０１７０－７の７のａ）又はｂ）

に定める操作を行うものとする。） 

 

（７） 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 （７） 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 

環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表１に掲げる方法 

（８） アルキル水銀化合物 （８） アルキル水銀化合物 

環境庁告示第５９号付表３に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表２に掲げる方法 

（９） ＰＣＢ （９） ＰＣＢ 

環境庁告示第５９号付表４に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表３に掲げる方法 

（２０） チウラム （２０） チウラム 

環境庁告示第５９号付表５に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表第４に掲げる方法 

（２１） シマジン （２１） シマジン 

環境庁告示第５９号付表６の第１又は第２に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表第５の第１又は第２に掲げる方法 

（２２） チオベンカルブ （２２） チオベンカルブ 

環境庁告示第５９号付表６の第１又は第２に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表第５の第１又は第２に掲げる方法 

（２６） ふっ素及びその化合物 （２６） ふっ素及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の３４．１（規格Ｋ０１０２の３４の備考１を 規格Ｋ０１０２の３４．１若しくは３４．４に定める方法又は
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改正後 改正前 

除く。）若しくは３４．４（妨害となる物質としてハロゲン化合

物又はハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定する場合にあ

っては、蒸留試薬溶液として、水約２００ミリリットルに硫酸１

０ミリリットル、りん酸６０ミリリットル及び塩化ナトリウム１

０グラムを溶かした溶液とグリセリン２５０ミリリットルを混合

し、水を加えて１０００ミリリットルとしたものを用い、規格Ｋ

０１７０－６の６図２注記のアルミニウム溶液のラインを追加す

る。）に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３４．１．１ｃ）（注

（２）第３文及び規格Ｋ０１０２の３４の備考１を除く。）に定

める方法（懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物

質が共存しないことを確認した場合にあっては、これを省略する

ことができる。）及び環境庁告示第５９号付表７に掲げる方法 

 

規格Ｋ０１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定

める方法（懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物

質が共存しない場合にあっては、これを省略することができる。）

及び環境庁告示第５９号付表６に掲げる方法 

 

（２９） １，４－ジオキサン （２９） １，４－ジオキサン 

環境庁告示第５９号付表８に掲げる方法 環境庁告示第５９号付表７に掲げる方法 

 


